
令和７年度 

第３回垂水市地域公共交通活性化協議会 
 

会 次 第 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 期 日 令和８年１月16日（金）午後１時30分～ 

■ 場 所 垂水市役所本館３階 第１会議室 

 

 

 

 

１ 開 会 
 

２ 会長あいさつ 

    垂水市地域公共交通活性化協議会 会長 坂元 裕人 
 

３ 議 事 

報告第１号 令和７事業年度乗合タクシー実績報告について ・・２ 

議案第１号 令和７事業年度地域公共交通確保維持改善事業 

       の事業評価（案）について ・・・・・・・・・・・５ 

報告第２号 乗合タクシー区域拡大の経過報告について ・・・・７ 
 

４ 意見交換 

  今後の取組について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 
 

５ その他 

  鹿児島運輸支局より情報提供（別冊）、次回開催について 
 

６ 閉 会 

 
 

【参考】 

事業年度とは、前年10月～当該年９月をさす 

  ▶ 令和７事業年度 … 令和６年９月～令和７年10月 



 



区分 所属 職名 氏名

垂水市 副市長 坂元　裕人

垂水市福祉課 課長 新屋　一己

垂水市教育委員会教育総務課 課長 小池　康之

一般乗合旅客自動車運送事業者 鹿児島交通株式会社 乗合営業部 課長 石田　洋介

株式会社藤川 代表取締役 八木　申一郎

株式会社ハニホールディングス 代表取締役 米盛　紀世美

有限会社オダ 代表取締役 小田　美代子

協和タクシー 代表 小森　勇

公益社団法人鹿児島県バス協会長又は
その指名する者

公益社団法人鹿児島県バス協会 事務局長 治郎丸　宏

一般社団法人鹿児島県タクシー協会長
又はその指名する者

一般社団法人鹿児島県タクシー協会 専務理事　 山口　俊則

九州地方整備局大隅河川国道事務所 垂水国道維持出張所長 藤野　正志

鹿児島県大隅地域振興局建設部建設総
務課

課長 川嵜　茂巳

垂水市土木課 課長 福留　健一

鹿児島県警察鹿屋警察署垂水幹部派出
所長又はその指名する者

鹿児島県警察鹿屋警察署 垂水幹部派出所長 鎌田　考博

垂水市振興会長連絡協議会 監事 高野　春人

垂水市高齢者クラブ連合会 会長 西　玲子

垂水市ＰＴＡ連絡協議会 会長 大坪　由香

垂水市商工会 会長 川井田　守

九州運輸局鹿児島運輸支局
企画調整担当
首席運輸企画専門官

谷口　誠一

九州運輸局鹿児島運輸支局
輸送監査担当
首席運輸企画専門官

榊　登志幸

一般旅客自動車運送事業者等の事業用
自動車の運転者が組織する団体の代表
又はその指名する者

協和タクシー ― 山﨑　勝矢

鹿児島県知事又はその指名する者 鹿児島県総合政策部交通政策課 陸上交通係主幹 竹下　真佳

垂水市内において自家有償旅客運送
（公共交通空白地有償運送又は福祉有
償運送）を実施している特定非営利活
動法人等の運送団体

学識経験を有する者その他協議会の運
営上必要と認める者

鹿児島県大隅地域振興局総務部総務企
画課

課長 福島　正敏

氏 名

堀留　　豊

羽生　文彦

岩元　卓史

福島　康彦

前田　美沙

事 務 局（地域振興係主査）

事 務 局（地域振興係主査）

該当なし

職 名

事務局長（企画政策課長）

事 務 局（課長補佐兼政策推進係長）

事務次長（主幹兼地域振興係長）

垂水市地域公共交通活性化協議会委員名簿

任期　令和６年６月１日～令和８年５月31日

垂水市長又はその指名する者

一般貸切（乗用）旅客自動車運送事業
者

道路管理者又はその指名する者

住民又は利用者を代表する者

国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局
長又はその指名する者

令和７年度版
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■
全
ル
ー
ト
の
実
績
（事

業
年
度
毎
）

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
2
7

延
利
用
者
数

4,
14
4人

5,
79
8人

7,
29
1人

7,
65
3人

8,
49
0人

8,
75
2人

補
助
金
額

2,
73
6,
10
0円

4,
18
4,
15
0円

5,
13
6,
45
0円

5,
25
3,
10
0円

5,
53
7,
73
0円

5,
87
7,
34
0円

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

延
利
用
者
数

8,
45
6人

8,
04
1人

8,
20
3人

7,
70
2人

6,
67
0人

7,
46
9人

補
助
金
額

5,
84
6,
69
0円

5,
73
8,
10
0円

5,
56
9,
49
0円

5,
46
3,
65
0円

5,
44
6,
15
0円

6,
80
9,
84
0円

R
4

R
5

R
6

R
7

延
利
用
者
数

7,
21
3人

6,
82
0人

6,
78
2人

6,
91
1人

12
9人

補
助
金
額

6,
60
1,
27
0円

6,
62
1,
32
0円

7,
47
6,
50
0円

7,
48
2,
65
0円

6,
15
0円

＜
前
年
度
比
＞

　
　
※
北
部
ル
ー
ト
実
証
運
行
（
R
6
.1
2
.9
～
R
7
.2
.2
2
；
5
4
日
間
）
を
含
め
る
と
、

延
利
用
者
数

■
ル
ー
ト
毎
の
分
析
（R
6.
10
～
R
7.
9）

補
助
金
額

免
許
証
返
納

障
害
者
手
帳

市
木
ル
ー
ト

10
.3
5人

1.
89
人

95
6円

17
8円

77
7円

市
木
ル
ー
ト

8
7
8
人

3
7
9
人

大
野
ル
ー
ト

5.
55
人

1.
83
人

1,
95
0円

32
7円

1,
80
4円

大
野
ル
ー
ト

1
5
5
人

2
7
人

内
ノ
野
ル
ー
ト

3.
29
人

1.
50
人

1,
25
0円

19
0円

1,
06
1円

内
ノ
野
ル
ー
ト

2
3
6
人

2
0
人

小
谷
ル
ー
ト

5.
45
人

1.
83
人

93
0円

20
2円

98
1円

小
谷
ル
ー
ト

2
0
8
人

3
1
3
人

平
均
値

6.
16
人

1.
76
人

1,
41
5円

22
4円

1,
15
6円

合
計

1
,4
7
7
人

7
3
9
人

R
6平

均
値

5.
99
人

1.
70
人

1,
41
5円

23
7円

1,
17
8円

R
6合

計
1
,2
5
3
人

9
1
8
人

6
,9
5
8
人

7
,6
0
5
,9
5
0
円

割
引
適
用
利
用
者
数
（
延
人
数
）

令
和
７
事
業
年
度

（
令
和
６
年
1
0
月
～
令
和
７
年
９
月
）

報
告
第
１
号
　
令
和
７
事
業
年
度
乗
合
タ
ク
シ
ー
実
績
報
告
に
つ
い
て

１
人
当
た
り
の

補
助
金
額

1日
当
た
り
の

利
用
者
数

1便
当
た
り
の

利
用
者
数

１
人
当
た
り
の

メ
ー
タ
ー
料
金

１
人
当
た
り
の

収
受
し
た
運
賃

0
人

2
,0
0
0
人

4
,0
0
0
人

6
,0
0
0
人

8
,0
0
0
人

0
円

2
,0
0
0
,0
0
0
円

4
,0
0
0
,0
0
0
円

6
,0
0
0
,0
0
0
円

8
,0
0
0
,0
0
0
円

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

補
助
金
額

延
利
用
者
数
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事
前
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
実
績
（
ル
ー
ト
毎
）

■
市
木
ル
ー
ト
／
協
和
タ
ク
シ
ー

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
2
7

延
利
用
者
数

1,
22
1人

1,
80
6人

1,
50
9人

1,
91
6人

2,
37
1人

2,
25
8人

補
助
金
額

79
3,
15
0円

1,
18
2,
65
0円

91
4,
85
0円

1,
04
2,
70
0円

1,
18
7,
93
0円

1,
32
7,
63
0円

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

延
利
用
者
数

2,
01
3人

1,
84
4人

1,
83
1人

1,
91
5人

1,
89
4人

2,
84
9人

補
助
金
額

1,
32
2,
74
0円

1,
25
8,
49
0円

1,
20
1,
91
0円

1,
19
0,
56
0円

1,
34
6,
23
0円

2,
13
7,
76
0円

R
4

R
5

R
6

R
7

延
利
用
者
数

2,
79
6人

2,
58
5人

2,
89
0人

3,
09
5人

20
5人

補
助
金
額

2,
03
9,
63
0円

1,
76
0,
44
0円

2,
33
2,
85
0円

2,
40
4,
95
0円

72
,1
00
円

＜
前
年
度
比
＞

■
大
野
ル
ー
ト
／
有
限
会
社
オ
ダ

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
2
7

延
利
用
者
数

1,
11
2人

1,
27
7人

1,
70
5人

1,
56
2人

1,
33
0人

1,
21
4人

補
助
金
額

87
3,
12
0円

1,
30
8,
20
0円

1,
82
2,
70
0円

1,
76
1,
95
0円

1,
58
3,
03
0円

1,
59
2,
91
0円

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

延
利
用
者
数

1,
20
2人

1,
22
9人

1,
00
4人

1,
13
2人

91
8人

1,
06
7人

補
助
金
額

1,
71
1,
31
0円

1,
65
8,
81
0円

1,
32
5,
61
0円

1,
32
3,
43
0円

1,
30
2,
09
0円

1,
70
1,
49
0円

R
4

R
5

R
6

R
7

延
利
用
者
数

1,
18
7人

1,
54
3人

1,
41
9人

1,
38
7人

-3
2人

補
助
金
額

1,
90
1,
29
0円

2,
41
4,
59
0円

2,
55
0,
90
0円

2,
50
2,
60
0円

-4
8,
30
0円

＜
前
年
度
比
＞

（
令
和
６
年
1
0
月
～
令
和
７
年
９
月
）

令
和
７
事
業
年
度

2
,3
0
0
人

2
,4
0
0
人

2
,5
0
0
人

2
,6
0
0
人

2
,7
0
0
人

2
,8
0
0
人

2
,9
0
0
人

3
,0
0
0
人

3
,1
0
0
人

3
,2
0
0
人

0
円

5
0
0
,0
0
0
円

1
,0
0
0
,0
0
0
円

1
,5
0
0
,0
0
0
円

2
,0
0
0
,0
0
0
円

2
,5
0
0
,0
0
0
円

3
,0
0
0
,0
0
0
円

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

補
助
金
額

延
利
用
者
数

0
人

5
0
0
人

1
,0
0
0
人

1
,5
0
0
人

2
,0
0
0
人

0
円

5
0
0
,0
0
0
円

1
,0
0
0
,0
0
0
円

1
,5
0
0
,0
0
0
円

2
,0
0
0
,0
0
0
円

2
,5
0
0
,0
0
0
円

3
,0
0
0
,0
0
0
円

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

補
助
金
額

延
利
用
者
数
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事
前
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
実
績
（
ル
ー
ト
毎
）

■
内
ノ
野
ル
ー
ト
／
株
式
会
社
ハ
ニ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
2
7

延
利
用
者
数

71
2人

1,
09
9人

2,
01
3人

2,
14
6人

2,
37
8人

2,
82
2人

補
助
金
額

45
5,
52
0円

67
2,
80
0円

1,
08
8,
10
0円

1,
07
6,
05
0円

1,
18
7,
74
0円

1,
35
7,
94
0円

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

延
利
用
者
数

3,
02
4人

2,
89
7人

2,
76
5人

1,
99
6人

1,
51
7人

1,
64
1人

補
助
金
額

1,
37
8,
79
0円

1,
46
8,
33
0円

1,
45
2,
75
0円

1,
25
7,
27
0円

1,
12
0,
24
0円

1,
35
9,
00
0円

R
4

R
5

R
6

R
7

延
利
用
者
数

1,
58
9人

1,
05
6人

98
4人

87
5人

-1
09
人

補
助
金
額

1,
23
5,
88
0円

96
7,
89
0円

1,
06
7,
90
0円

92
7,
95
0円

-1
39
,9
50
円

＜
前
年
度
比
＞

■
小
谷
ル
ー
ト
／
株
式
会
社
ハ
ニ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
2
7

延
利
用
者
数

1,
09
9人

1,
61
6人

2,
06
4人

2,
02
9人

2,
41
1人

2,
45
8人

補
助
金
額

61
4,
31
0円

1,
02
0,
50
0円

1,
31
0,
80
0円

1,
37
2,
40
0円

1,
57
9,
03
0円

1,
59
8,
86
0円

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

延
利
用
者
数

2,
21
7人

2,
07
1人

2,
60
3人

2,
65
9人

2,
34
1人

1,
91
2人

補
助
金
額

1,
43
3,
85
0円

1,
35
2,
47
0円

1,
58
9,
22
0円

1,
69
2,
39
0円

1,
67
7,
59
0円

1,
61
1,
59
0円

R
4

R
5

R
6

R
7

延
利
用
者
数

1,
64
1人

1,
63
6人

1,
48
9人

1,
55
4人

65
人

補
助
金
額

1,
42
4,
47
0円

1,
47
8,
40
0円

1,
52
4,
85
0円

1,
52
3,
85
0円

-1
,0
00
円

＜
前
年
度
比
＞

令
和
７
事
業
年
度

（
令
和
６
年
1
0
月
～
令
和
７
年
９
月
）

0
人

5
0
0
人

1
,0
0
0
人

1
,5
0
0
人

2
,0
0
0
人

0
円

5
0
0
,0
0
0
円

1
,0
0
0
,0
0
0
円

1
,5
0
0
,0
0
0
円

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

補
助
金
額

延
利
用
者
数

0
人

5
0
0
人

1
,0
0
0
人

1
,5
0
0
人

2
,0
0
0
人

2
,5
0
0
人

0
円

5
0
0
,0
0
0
円

1
,0
0
0
,0
0
0
円

1
,5
0
0
,0
0
0
円

2
,0
0
0
,0
0
0
円

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

補
助
金
額

延
利
用
者
数
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令
和

８
年

１
月

　
　

日

協
議

会
名

：
垂

水
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）

小
森

　
勇

（
協

和
タ

ク
シ

ー
）

事
前

予
約

型
乗

合
タ

ク
シ

ー
運

行
（
市

木
地

区
 ～

 中
央

地
区

）

【
市

木
ル

ー
ト

】

・
利

用
者

数
の

更
な

る
増

加
を

図
る

た
め

、
広

報
誌

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
乗

合
タ

ク
シ

ー
制

度
等

を
周

知
・
生

涯
学

習
出

前
講

座
や

住
民

説
明

会
を

実
施

し
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

の
概

要
や

乗
り

方
等

の
周

知
・
区

域
拡

大
へ

向
け

、
交

通
事

業
者

へ
の

聞
き

取
り

、
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

A

《
目

標
》

令
和

元
年

度
の

9
5
％

水
準

以
上

の
回

復
（
1
,8

1
9
人

）

《
実

績
》

令
和

元
年

度
利

用
者

数
1
,9

1
5
人

に
対

し
、

令
和

７
年

度
は

3
,0

9
5
人

の
利

用
が

あ
っ

た
。

　
令

和
２

年
1
0
月

か
ら

の
増

便
及

び
時

間
変

更
が

目
標

達
成

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
　

ま
た

、
本

市
地

域
公

共
交

通
計

画
に

基
づ

き
、

今
後

も
継

続
し

て
利

便
性

の
向

上
に

努
め

、
持

続
可

能
な

運
行

を
目

指
す

。

有
限

会
社

オ
ダ

事
前

予
約

型
乗

合
タ

ク
シ

ー
運

行
（
大

野
地

区
 ～

 中
央

地
区

）

【
大

野
ル

ー
ト

】

・
利

用
者

数
の

更
な

る
増

加
を

図
る

た
め

、
広

報
誌

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
乗

合
タ

ク
シ

ー
制

度
等

を
周

知
・
生

涯
学

習
出

前
講

座
や

住
民

説
明

会
を

実
施

し
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

の
概

要
や

乗
り

方
等

の
周

知
・
区

域
拡

大
へ

向
け

、
交

通
事

業
者

へ
の

聞
き

取
り

、
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

A

《
目

標
》

令
和

元
年

度
の

9
5
％

水
準

以
上

の
回

復
（
1
,0

7
5
人

）

《
実

績
》

令
和

元
年

度
利

用
者

数
1
,1

3
2
人

に
対

し
、

令
和

７
年

度
は

1
,3

8
7
人

の
利

用
が

あ
っ

た
。

　
通

学
に

よ
る

安
定

的
な

利
用

者
の

確
保

に
加

え
、

令
和

２
年

1
0
月

か
ら

の
増

便
及

び
時

間
変

更
が

目
標

達
成

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
　

ま
た

、
本

市
地

域
公

共
交

通
計

画
に

基
づ

き
、

今
後

も
継

続
し

て
利

便
性

の
向

上
に

努
め

、
持

続
可

能
な

運
行

を
目

指
す

。

事
前

予
約

型
乗

合
タ

ク
シ

ー
運

行
（
水

之
上

地
区

 ～
 中

央
地

区
）

【
内

ノ
野

ル
ー

ト
】

・
利

用
者

数
の

更
な

る
増

加
を

図
る

た
め

、
広

報
誌

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
乗

合
タ

ク
シ

ー
制

度
等

を
周

知
・
生

涯
学

習
出

前
講

座
や

住
民

説
明

会
を

実
施

し
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

の
概

要
や

乗
り

方
等

の
周

知
・
区

域
拡

大
へ

向
け

、
交

通
事

業
者

へ
の

聞
き

取
り

、
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

C

《
目

標
》

令
和

元
年

度
の

9
5
％

水
準

以
上

の
回

復
（
1
,8

9
6
人

）

《
実

績
》

令
和

元
年

度
利

用
者

数
1
,9

9
6
人

に
対

し
、

令
和

７
年

度
は

8
7
5
人

の
利

用
が

あ
っ

た
。

　
目

標
未

達
の

要
因

と
し

て
、

自
然

減
や

施
設

入
所

等
が

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

地
区

行
事

や
各

種
会

合
等

に
お

い
て

、
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

　
ま

た
、

本
市

地
域

公
共

交
通

計
画

に
基

づ
き

、
今

後
も

継
続

し
て

利
便

性
の

向
上

に
努

め
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
運

行
を

検
討

し
た

い
。

事
前

予
約

型
乗

合
タ

ク
シ

ー
運

行
（
水

之
上

地
区

 ～
 中

央
地

区
）

【
小

谷
ル

ー
ト

】

・
利

用
者

数
の

更
な

る
増

加
を

図
る

た
め

、
広

報
誌

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
乗

合
タ

ク
シ

ー
制

度
等

を
周

知
・
生

涯
学

習
出

前
講

座
や

住
民

説
明

会
を

実
施

し
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

の
概

要
や

乗
り

方
等

の
周

知
・
区

域
拡

大
へ

向
け

、
交

通
事

業
者

へ
の

聞
き

取
り

、
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

C

《
目

標
》

令
和

元
年

度
の

9
5
％

水
準

以
上

の
回

復
（
2
,5

2
6
人

）

《
実

績
》

令
和

元
年

度
利

用
者

数
2
,6

5
9
人

に
対

し
、

令
和

７
年

度
は

1
,5

5
4
人

の
利

用
が

あ
っ

た
。

　
目

標
未

達
の

要
因

と
し

て
、

自
然

減
や

施
設

入
所

等
が

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

地
区

行
事

や
各

種
会

合
等

に
お

い
て

、
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

　
ま

た
、

本
市

地
域

公
共

交
通

計
画

に
基

づ
き

、
今

後
も

継
続

し
て

利
便

性
の

向
上

に
努

め
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
運

行
を

検
討

し
た

い
。

株
式

会
社

ハ
ニ

ホ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
ス地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事

業
・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）
（
案

）

④
事

業
実

施
の

適
切

性
⑤

目
標

・
効

果
達

成
状

況

目
標

達
成

に
向

け
、

段
階

的
に

目
標

値
を

設
定

し
て

い
る

。
令

和
７

年
度

は
7
,0

0
0
人

を
目

標
と

し
て

い
た

が
、

実
際

は
6
,9

1
1
人

と
な

っ
た

。
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＜
参

考
＞

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況
：
A

,B
,C

の
３

段
階

で
評

価
す

る
。

　
Ａ

：
事

業
が

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た

目
標

を
達

成
し

た
（
す

る
見

込
み

）

　
B

：
事

業
が

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た

目
標

を
達

成
で

き
て

い
な

い
点

が
あ

っ
た

（
一

部
達

成
で

き
な

い
見

込
み

）

　
C

：
事

業
が

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
（
達

成
で

き
な

い
見

込
み

）

地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（
事

業
実

施
の

目
的

・
必

要
性

）

≪
公
共
交
通
に
お
け
る
課
題
≫

　
垂
水
市
は
南
北
に
長
い
地
形
で
、
国
道
沿
線
を
中
心
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
路
線
バ
ス
も
国
道
沿
線

の
み
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
道
か
ら
内
陸
部
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
形
成
さ
れ
た
集
落
も
多
く
、
交
通
空

白
地
域
あ
る
い
は
交
通
不
便
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
過
疎
化
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
で
高
齢
化
率
4
3
.
1
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
者
の
日
々
の
生
活
、
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
高
齢
者
等
の
移
動
手
段
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

≪
事
前
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
目
的
・
必
要
性
≫

　
上
記
課
題
へ
対
応
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
た
が
、
利
用
者
が
年
々
減
少
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
平
成
2
1
年
1
1
月
末
で
廃
止
し
、
代
替
交
通
手
段
及
び
一
部
交
通
空
白
地
域
の
新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
、
同

年
1
2
月
か
ら
事
前
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
行
い
、
平
成
2
4
年
４
月
か
ら
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
。

　
利
用
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
通
院
・
買
い
物
等
が
利
用
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
移
動

手
段
と
し
て
、
生
活
の
質
的
向
上
に
役
立
っ
て
お
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
日
常
生
活
の
交
通
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
既
存
の
公
共
交
通
に
加
え
て
、
地
域
に
お
け
る
輸
送
資
源
の
総
動
員
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
旅
客
運
送

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
垂
水
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
令
和
６
年
６
月
に
策
定

し
、
今
後
も
交
通
空
白
地
域
や
交
通
不
便
地
域
の
解
消
や
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
生
活
移
動
手
段
の
確
保
を
目
的

と
し
て
、
運
行
事
業
者
と
連
携
し
、
運
行
時
間
の
見
直
し
や
ル
ー
ト
変
更
等
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
事

前
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

別
添

１
－

２

事
業

実
施

と
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
と

の
関

連
に

つ
い

て

令
和

８
年

１
月

　
　

日

協
議

会
名

：
垂

水
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

6



報告第２号 乗合タクシー区域拡大の経過報告について 

 

１ 概要 

  本市地域公共交通計画に基づき、令和７年 10 月からリニューアルを行った。 

〇 北部ルート新設 

    令和６年 12 月から令和７年２月の実証運行（計 54 日間）を踏まえ、境、

牛根、松ヶ崎地区に協和地区を加えた、４地区と中央地区を結ぶルートを新設

した。 

    ・運行形態 

週３回（月・水・金）、１日当たり４便（午前２便、午後２便）運行 

    ・運行事業者 

協和タクシー（令和７年 10 月～令和８年９月） 

有限会社オダ（令和８年 10 月～令和９年９月） ※１年ごとの輪番 

  〇 小谷ルート延伸 

    既存の小谷ルートの始発点を「浦川内」に変更した。 

〇 中央地区停留所増設 

  既存の６か所に加え、池田温泉クリニック、東内科小児科クリニック、相良

整形外科の３か所を新たに追加。加えて、停留所の近隣施設等でも乗降可能と

した。 

 

２ 出発式 

  期日／令和７年 10 月１日（水）午前８時 45 分～ 

  場所／協和地区公民館  ※南日本新聞（10/9_９面）等掲載 
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❶
 北

部
ル

ー
ト

新
設

（
境

、
牛

根
、

松
ヶ

崎
、

協
和

の
４

地
区

と
中

央
地

区
を

結
ぶ

ル
ー

ト
）

利
用

人
数

一
日

当
た

り
運

行
実

数
運

行
予

定
運

行
割

合

R
7
.1

0
月

4
0
人

3
.1

人
1
3
日

1
3
日

1
0
0
%

R
7
.1

1
月

5
0
人

5
.0

人
1
0
日

1
0
日

1
0
0
%

R
7
.1

2
月

4
6
人

3
.5

人
1
3
日

1
4
日

9
3
%

計
1
3
6
人

3
.8

人
3
6
日

3
7
日

9
7
%

＜
地

区
別

乗
降

人
数

＞ 境
牛

根
松

ヶ
崎

協
和

R
7
.1

0
月

7
人

4
人

4
人

2
5
人

R
7
.1

1
月

4
人

8
人

1
7
人

2
1
人

R
7
.1

2
月

2
人

5
人

1
4
人

2
5
人

計
1
3
人

1
7
人

3
5
人

7
1
人

＜
参

考
（

実
証

運
行

）
＞

　
※

協
和

地
区

を
除

く
３

地
区

で
実

施

利
用

人
数

１
日

当
た

り
運

行
日

数
運

行
割

合

R
6
.1

2
月

1
8
人

1
.2

人
1
5
日

8
3
.3

%

R
7
.1

月
1
5
人

1
.3

人
1
2
日

6
6
.7

%

R
7
.2

月
1
4
人

2
.0

人
7
日

3
8
.9

%

計
4
7
人

1
.4

人
3
4
日

6
3
.0

%

一
人

当
た

り
の

負
担

額

¥
2
,4

0
8

¥
2
,2

1
2

¥
2
,4

0
4

¥
2
,3

4
1

一
便

当
た

り
の

乗
合

率

1
.1

人

1
.5

人

1
.3

人

1
.3

人

境 1
0
%

牛
根

1
2
%

松
ヶ

崎

2
6
%

協
和

5
2
%

地
区
別
乗
降
（
全
体
）

境
牛

根
松

ヶ
崎

協
和

●
実

証
運

行
を

大
幅

に
上

回
る

利
用

人
数

、
運

行
割

合
と

な
っ

て
お

り
、

一
定

の
ニ

ー
ズ

が
確

認
で

き
る

。

●
協

和
地

区
が

全
体

の
約

半
数

を
占

め
て

お
り

、
以

下
、

松
ヶ

崎
、

牛
根

、
境

と
中

央
地

区
に

近
い

地
区

ほ
ど

利
用

割
合

が
多

い
。

●
実

証
運

行
で

は
境

地
区

の
利

用
が

皆
無

で
あ

っ
た

が
、

３
か

月
間

で
1
3
人

の

利
用

が
あ

っ
た

。

●
一

便
当

た
り

の
乗

合
率

が
向

上
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

一
人

当
た

り
の

負
担

金
が

減
少

し
て

い
る

。
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＜
着

地
点

＞
　

※
中

央
地

区
へ

向
か

う
便

の
み

抜
粋

＜
利

用
時

間
帯

別
＞

　
※

R
7
.1

0
～

R
7
.1

2

人
数

通
院

買
物

そ
の

他
4
8
人

R
7
.1

0
月

2
人

0
人

2
人

3
2
人

R
7
.1

1
月

1
人

0
人

0
人

3
0
人

R
7
.1

2
月

1
人

0
人

0
人

2
6
人

計
4
人

0
人

2
人

6
人

割
合

6
6
.7
%

0
.0

%
3
3
.3

%

通
院

買
物

そ
の

他

R
7
.1

0
月

3
人

0
人

1
人

R
7
.1

1
月

1
人

3
人

3
人

R
7
.1

2
月

1
人

3
人

1
人

計
5
人

6
人

5
人

1
6
人

割
合

3
1
.3

%
3
7
.5
%

3
1
.3

%

通
院

買
物

そ
の

他

R
7
.1

0
月

0
人

1
人

0
人

R
7
.1

1
月

3
人

4
人

0
人

R
7
.1

2
月

3
人

4
人

1
人

計
6
人

9
人

1
人

1
6
人

割
合

3
7
.5

%
5
6
.3
%

6
.3

%

通
院

買
物

そ
の

他

R
7
.1

0
月

9
人

2
人

4
人

R
7
.1

1
月

8
人

3
人

1
人

R
7
.1

2
月

1
2
人

1
人

1
人

計
2
9
人

6
人

6
人

4
1
人

割
合

7
0
.7
%

1
4
.6

%
1
4
.6

%

協
和

地
区

境
地

区

牛
根

地
区

松
ヶ

崎
地

区

午
前

①
（

0
8
:3

0
 →

 0
9
:3

0
）

午
前

②
（

0
9
:3

0
 →

 1
0
:3

0
）

午
後

①
（

1
3
:3

0
 →

 1
4
:4

5
）

午
後

②
（

1
5
:0

0
 →

 1
6
:1

5
）

時
間

帯

下
り

（
⇒

中
央

地
区

）

上
り

（
中

央
地

区
⇒

）

＜
運

行
事

業
者

・
利

用
者

の
声

＞

●
ド

ア
ツ

ー
ド

ア
方

式
（

自
宅

前
乗

降
が

可
能

）
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
境

・
牛

根
の

多

く
の

方
は

国
道

付
近

ま
で

出
て

き
て

も
ら

っ
て

い
る

。

●
利

用
者

は
非

常
に

喜
ん

で
い

る
。

買
物

後
、

た
く

さ
ん

の
荷

物
が

あ
る

た
め

、
バ

ス

だ
と

大
変

だ
が

、
乗

合
タ

ク
シ

ー
だ

と
非

常
に

便
利

と
い

う
声

を
い

た
だ

い
た

。

●
こ

れ
ま

で
主

に
霧

島
方

面
に

買
物

に
行

っ
て

い
た

が
、

こ
れ

を
機

に
（

乗
合

タ
ク

シ
ー

を
利

用
し

て
）

、
市

内
に

も
出

向
い

て
み

よ
う

か
と

考
え

て
い

る
。

●
牛

根
・

松
ヶ

崎
地

区
は

、
買

物
（

着
地

が
食

料
品

ス
ー

パ
ー

や
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

）
で

利
用

す
る

割
合

が
多

い
一

方
、

境
・

協
和

地
区

は
、

通
院

（
着

地
が

病
院

や

薬
局

）
で

利
用

す
る

割
合

が
多

い
。

ま
た

、
全

体
の

約
８

割
（

8
2
.3

%
）

が
通

院
・

買
物

と
な

っ
て

い
る

。

●
利

用
時

間
帯

に
つ

い
て

は
、

午
前

①
が

最
も

多
く

、
半

数
以

上
（

5
8
.8

％
）

が
午

前

の
利

用
（

下
り

便
；

中
央

地
区

へ
向

か
う

便
）

と
な

っ
て

い
る

。

●
往

復
で

の
利

用
が

少
な

い
た

め
、

必
要

に
応

じ
て

、
利

用
者

等
か

ら
意

見
を

聴
取

し

て
い

き
た

い
。
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❷
 小

谷
ル

ー
ト

延
伸

（
始

発
点

を
「

浦
川

内
」

へ
変

更
）

❸
 中

央
地

区
停

留
所

増
設

（
新

た
に

３
か

所
を

追
加

し
、

計
９

か
所

）

利
用

人
数

前
年

同
月

比
浦

川
内

乗
降

R
7
.1

0
月

1
2
2
人

△
 5

1
人

市
木

大
野

内
ノ

野
小

谷
北

部
計

R
7
.1

1
月

1
5
8
人

4
3

6
人

R
7
.1

0
月

2
人

0
人

2
人

1
6
人

3
人

2
3
人

R
7
.1

2
月

1
5
1
人

1
7

2
人

R
7
.1

1
月

3
人

0
人

2
人

2
0
人

1
人

2
6
人

計
4
3
1
人

5
5

9
人

R
7
.1

2
月

6
人

0
人

4
人

8
人

3
人

2
1
人

計
1
1
人

0
人

8
人

4
4
人

7
人

7
0
人

市
木

大
野

内
ノ

野
小

谷
北

部
計

R
7
.1

0
月

1
6
人

5
人

6
人

4
人

5
人

3
6
人

R
7
.1

1
月

1
1
人

4
人

4
人

7
人

5
人

3
1
人

R
7
.1

2
月

2
7
人

0
人

6
人

3
人

4
人

4
0
人

計
5
4
人

9
人

1
6
人

1
4
人

1
4
人

1
0
7
人

市
木

大
野

内
ノ

野
小

谷
北

部
計

全
体

新
規

停
留

所
割

合
R

7
.1

0
月

7
0
人

4
0
人

1
9
人

3
0
人

2
人

1
6
1
人

R
7
.1

0
月

7
4
7
人

2
2
0
人

2
9
.5

%
R

7
.1

1
月

6
7
人

2
5
人

1
3
人

2
4
人

9
人

1
3
8
人

R
7
.1

1
月

7
3
1
人

1
9
5
人

2
6
.7

%
R

7
.1

2
月

7
8
人

3
3
人

1
5
人

3
5
人

8
人

1
6
9
人

R
7
.1

2
月

7
4
1
人

2
3
0
人

3
1
.0

%
計

2
1
5
人

9
8
人

4
7
人

8
9
人

1
9
人

4
6
8
人

計
2
,2

1
9

6
4
5
人

2
9
.1

%

池
田

温
泉

ク
リ

ニ
ッ

ク

相
良

整
形

外
科

東
内

科
小

児
科

ク
リ

ニ
ッ

ク

＜
小
谷
ル
ー
ト
延
伸
＞

●
浦

川
内

で
の

乗
降

が
、

月
平

均
３

人
と

い
う

こ
と

で
、

今
後

さ

ら
に

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
３

か
月

間

の
利

用
人

数
は

前
年

と
比

較
し

、
増

加
し

て
い

る
。

＜
中
央
地
区
停
留
所
増
設
＞

●
相

良
整

形
外

科
で

の
乗

降
が

多
い

（
主

に
近

隣
施

設
で

あ
る

食

料
品

ス
ー

パ
ー

）
。

●
新

設
し

た
停

留
所

で
の

乗
降

が
全

体
の

約
３

割
と

な
っ

て
い

る

こ
と

か
ら

、
一

定
の

利
便

性
向

上
が

図
ら

れ
た

と
推

測
で

き
る

。
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【事業２】市街地での移動利便性向上に向けた新たな交通サービスの導入 

【目的】 

 市民の買い物・通院等の日常生活の移動実態を踏まえた新たな交通サービスを導入し、市街地での移動利

便性向上を目指します。 

【取組内容】 

 市内の商業・医療施設は市中心部に集積しており、市民の多くは市中心部に買い物・通院をしている移動実

態を踏まえ、市街地での移動利便性を高める新たな交通サービスを導入します。 

 具体的には、交通拠点である垂水港や商業・医療施設、市役所等をつなぐ交通サービスの実証運行を行い、

本格運行に向けた検討を行います。 

 なお、事業の推進にあたっては、行政・交通事業者・施設等の地域関係者が一体となって協議・検討を行い、

サービスの実現を目指します。 

 

＜市街地での新たな交通サービスの運行イメージ＞ 

 

 

【実施主体】 

垂水市 ● 交通事業者 ● 関係事業者 ● 市民  

 

市中心部 

垂水港 

（交通拠点） 

市役所 商業施設 

医療施設 

垂水市 

中心部 

市中心部の回遊性を高める 
新たな交通サービスの検討 

※本市地域公共交通計画 p54 抜粋 
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【参考】 

 
 

引用／眞竹龍太「交通モードの選定手法」 

（2025/10/15_国交省「モビリティ人材育成事業」第３回アドバンスプログラム講義資料） 

 

例１）本市乗合タクシーの場合 

 ◎運行経路：区域型  ◎運行時刻：定時型  ◎予約制の有無：デマンド型 

 ◎車両：タクシー車両  ◎運転手：プロドライバー  ◎その他：システム導入無 

 

例２）鹿屋市くるりんバスの場合 

 ◎運行経路：定路線型（フリー乗降）  ◎運行時刻：定時型  ◎予約制の有無：定期運行 

 ◎車両：バス車両  ◎運転手：プロドライバー  ◎その他：システム導入無 

 

例３）きりしまＭワゴン、チョイソコしぶしの場合 

 ◎運行経路：区域型  ◎運行時刻：オンデマンド型  ◎予約制の有無：デマンド型 

 ◎車両：ミニバン（７人乗り）  ◎運転手：プロドライバー  ◎その他：システム導入有 
 

例４）かのや市乗合ワゴン（輝北線）の場合／自家用有償旅客運送 

 ◎運行経路：区域型  ◎運行時刻：定時型  ◎予約制の有無：デマンド型 

 ◎車両：ワゴン車又は軽乗用車  ◎運転手：住民ドライバー（社会福祉協議会へ委託） 

◎その他：システム導入無 
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